





















































The Consciousness and Actual Conditions of The Middle School Teachers about Child Abuse Prevention 
Education
Kyoung Won LEE, and Haruka TANIGUCHI*
Division of Life, Health, and Sports Education, Graduate School of Education, Okayama University, 3-1-1 Tsushima-
naka, Kita-ku, Okayama 700-8530










































































OECD（2019）OECD Future of Education and 
Skills 2030 Concept Note. https://www.oecd.org/
education/2030-project/teaching-and-learning/
























































































































































































就学前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
小学生 1 1 3 0 1 0 0 1 3 10
中学生 3 1 6 3 1 1 0 1 1 17
高校生 3 2 9 1 2 2 1 2 1 23
大学生 24 7 32 15 18 11 21 38 7 173
教員 52 13 66 33 62 84 11 29 20 370










教職員の児童虐待における早期発見努力義務 145（85.3） 25（14.7） 170（100.0）
















































































































































子どもを繰り返し蹴ったが怪我はしなかった 169（99.4） 1（0.6） 0（0.0） 170（100.0）
子どもにタバコを押し付ける 170（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 170（100.0）
意図的に子どもを病気にさせる 176（98.2） 1（0.6） 2（1.2） 170（100.0）
冬に子どもを戸外に締め出す 163（95.9） 3（1.8） 4（2.4） 170（100.0）





性的満足のために自分の性器を触らせる 170（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 170（100.0）
思春期の娘の胸を愛撫する 170（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 170（100.0）
性交の場面を子どもに見せる 162（95.3） 2（1.2） 6（3.5） 170（100.0）
ポルノグラフィティーの被写体に子どもを強要する 169（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 169（100.0）






買い物をしている間乳幼児を車に残しておく 150（88.2） 4（2.4） 16（9.4） 170（100.0）
子どもを不潔な環境の中で生活させる 163（95.9） 4（2.4） 3（1.8） 170（100.0）
子どもが病気になっても病院に連れて行かない 156（91.8） 4（2.4） 10（5.9） 170（100.0）
子どもの意思に反して学校に行かせない 164（96.5） 3（1.8） 3（1.8） 170（100.0）







もデブだね」と言う 149（87.6） 5（2.9） 16（9.4） 170（100.0）
子どもに「あんたなんか生まれてこなければ良かっ
た」と言う 163（95.9） 3（1.8） 4（2.4） 170（100.0）
「殺してやる」と真剣な表情で包丁を子どもに突き
つける 170（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 170（100.0）
子どもの目の前で配偶者に対して暴力を振るう 153（90.0） 5（2.9） 12（7.1） 170（100.0）
子どもを他のきょうだいと比べ差別的な扱いをする 159（93.5） 5（2.9） 6（3.5） 170（100.0）
表６　被虐待生徒の遭遇経験について　　　単位：人（％）
ある ない 合計
虐待を受けた生徒に出会った経験 79（49.4） 81（50.6） 160（100.0）
虐待を受けたと思われる生徒に出会った経験 67（41.9） 93（58.1） 160（100.0）












































































管理職の教員に相談する 158（95.2） 8（4.8） 0（0.0） 0（0.0） 166（100.0）
当該生徒に関係のある教員に相談する 157（94.6） 9（5.4） 0（0.0） 0（0.0） 166（100.0）
生徒の学校内での様子を観察する 155（93.9） 9（5.5） 1（0.6） 0（0.0） 165（100.0）
生徒と会話できる時間をつくる 150（90.4） 15（9.0） 1（0.6） 0（0.0） 166（100.0）
外部の関係機関に相談・通告する 139（83.7） 26（15.7） 0（0.0） 1（0.6） 166（100.0）
過去に対応した経験がある教員に相談する 93（57.8） 62（38.5） 6（3.7） 0（0.0） 161（100.0）
関連の書籍やインターネットなどを調べる 70（44.0） 71（44.7） 17（10.7） 1（0.6） 159（100.0）
生徒の保護者と連絡を取る 61（38.4） 70（44.0） 26（16.4） 2（1.3） 159（100.0）
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57（34.8） 95（57.9） 12（7.3） 0（0.0） 164（100.0）
生徒が児童虐待は被害者の責任ではないこと
が分かり，生徒の精神的負担を軽減できる。
59（36.0） 90（54.9） 15（9.1） 0（0.0） 164（100.0）
生徒自身が被害者になったときの相談方法が
分かる。
91（55.2） 70（42.4） 4（2.4） 0（0.0） 165（100.0）
生徒自身が将来加害者になることを防ぐこと
ができる。
46（28.2） 96（58.9） 19（11.7） 2（1.2） 163（100.0）
生徒が児童虐待を見たり聞いたりした時の対
応方法が分かる。
55（33.7） 96（58.9） 12（7.4） 0（0.0） 163（100.0）
教師の児童虐待の早期発見につながる。 57（34.8） 80（48.8） 26（15.9） 1（0.6） 164（100.0）



























































生徒の精神的負担になる可能性がある。 55（33.1） 93（56.0） 17（10.2） 1（0.6） 166（100.0）
生徒や生徒の家庭のプライバシーに踏み込
む可能性がある。
54（32.5） 87（52.4） 23（13.9） 2（1.2） 166（100.0）
保護者が通報されることを恐れ，保護者自
身が児童虐待を隠す可能性がある。
34（20.5） 74（44.6） 53（31.9） 5（3.0） 166（100.0）
保護者が通報されることを恐れ，生徒が児
童虐待を隠す可能性がある。
36（21.6） 83（49.7） 41（24.6） 7（4.2） 167（100.0）
保護者が学校に対して不信感を持つ可能性
がある。
21（12.6） 60（35.9） 73（43.7） 13（7.8） 167（100.0）
他の内容を扱う授業時間数が足りなくな
る。
20（12.0） 52（31.3） 68（41.0） 26（15.7） 166（100.0）







学習経験 *** ** ＋ n.s. **
被虐待生徒と遭遇経験 n.s. ＋ ＋ n.s. **
疑われる生徒と遭遇経験 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
職歴 n.s. n.s. n.s. n.s. *
担任 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
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　（ht tp : / /www.mext .go . jp /a_menu/shotou/
seitoshidou/1280054.htm）
李　　璟媛　・　谷口　晴香
− 92 −
いての知っている人が多かった（x2値＝11.349，
p<.01）。また，学習経験と通告義務の知識の有無
との関連をみると，学習経験がある人がない人に
比べて，法律に定められている教職員の通告義務
条項を知っている人が多い傾向がみられた（x2値
＝3.839，p<.10）。
③ 学習経験と授業経験の有無との関連については，
学習経験がある教員はない教員に比べて，実際に
児童虐待に関する教育を行っている（x2値＝
10.441，p<.01）。
④ 被虐待生徒遭遇経験と知識との関連については，
被虐待生徒と遭遇した経験がある教員が，経験の
ない教員に比べて，早期発見努力義務条項を認知
しており（x2値＝3.023，p<.10），また，通告義
務条項を認知している（x2値＝3.671，p<.10）傾
向がみられた。
⑤ 被虐待生徒遭遇経験と教育実施との関連について
は，被虐待生徒に遭遇経験のある教員は，経験の
ない教員に比べて，児童虐待に関連する教育を実
際に行っている傾向がみられた（x2値＝7.148，
p<.01）。
⑥ 職歴が20年以上の長い教員は，実際に児童虐待
に関連する授業を行っている傾向がみられた（x2
値＝11.146，p<.05）。
　ここでは，学習経験の有無は，児童虐待に関する
知識の有無に関連し，教育実践においても影響を与
えていること，早期発見や通告義務についての知識
を身につけたことで，被虐待児童を発見することに
もつながっていること，さらに，教育実践において
も影響していることが読み取れた。つまり，本研究
の結果，教員がまず児童虐待に関する正しい知識を
身につけることは，虐待を受けている（または受け
ていると疑われる）生徒を発見することにもつなが
り，児童虐待防止教育の実践にもつながる可能性が
高いことが示唆された。
４．おわりに
　本研究では，中学校教員の児童虐待に関する意識
と対応の実態や児童虐待防止教育に対する意識と現
状を明らかにすることを目的として分析を行った。
　分析の結果，教員の約７割が児童虐待に関する学
習経験があり，多様な方法で学習していた。また教
員の多くは，児童虐待防止法に規定されている教職
員の児童虐待の早期発見努力義務や通告義務を認知
しており，被虐待児童（疑いを含め）と遭遇した経
験のある教員は８割以上で，発見時には様々な方法
で対応していたことを確認することができた。
　教員の約９割に近い人が，中学生を対象に児童虐
待関連の授業を行うことを肯定していることから，
中学校における児童虐待防止教育の必要性が明らか
になるとともに，実践可能性が高いことも示唆され
た。実際に２割弱の教員が，児童虐待関連教育を行っ
た経験があり，各教科やLHR時間，特別活動時間
などを利用して，教育を行っている現状も確認する
ことができた。教育内容は，中学生が児童虐待につ
いての学習機会を持つことを支持する教員は，「相
談・通告などの虐待の事例」や「具体的な虐待内容
に関する知識」を教育内容としてあげていたが，実
際に授業で扱った経験のある教員は，「法律・制度
の知識」と「虐待の事例などを紹介」を授業で扱っ
ており，両者の間には差が見られた。また，授業で
扱った経験のある教員は，自由記述を通して，児童
虐待に関する内容を扱う際は，慎重になる必要があ
ること，生徒の顔色を確認しながら進めていること，
該当児童がいることを想定して知識に関する内容し
か扱うことができず，制限があることなどを述べて
いる。児童虐待に関する内容は虐待防止教育の観点
からみても，授業を通して伝える必要があることを
支持しながらも，実際に扱う際は，授業を受ける生
徒の負担やプライバシー侵害の課題，または，児童
虐待の現実が潜在化する恐れから，ためらいを覚え
ざるを得ない状況が，本調査で確認することができ
た。
　このように児童虐待関連内容を教育することで生
じうる課題などを考慮し，慎重に教育を行う必要性
について述べられる一方で，多くの教員は，児童虐
待関連教育を実施したことで得られる教育効果を肯
定的にとらえていたことから，本調査では，児童虐
待防止関連教育の必要性と実践可能性を確認するこ
とができた。本研究結果を踏まえ，今後は，具体的
に児童虐待防止教育の実践方法と内容を検討した
い。
注
（1）本研究調査が行われた2018年度の児童虐待相
談件数は，159,838件である。相談経路をみると，
警察等が最も多く49.5％，近隣・知人が13.4％，
家族・親族が8.4％，学校等6.7％などである（厚
生労働省，2020）。被虐待児童の年齢は，0 ～ 6
歳の未就学児が45.9％，小学生が33.7％，中学生
が13.7％，高校生・その他が6.8％を占めている（厚
生労働省，2021）。
（2）上本・李の研究で設定した児童虐待関連20行
為は，高橋ら（1996）の研究と厚生労働省の『子
ども虐待対応の手引き』（厚生労働省雇用均等・
児童家庭局，2009）および『研修教材「児童虐待
